
別図第一号　原始信号の同期信号(第3条第1項関係)

(1)　最初のフィールド
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(2)　次のフィールド
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　注1　Hは、1つの走査線の初めから次の走査線の初めまでの時間とする。

　　2　各水平走査期間には、図のように番号を付し、第nHと呼称する(nは、1から1125までの整数とする。)。

　　3　図中の映像信号は、輝度信号又は原色信号の場合を示す。

　　4　Pは輝度信号又は原色信号の基準レベルから白ピークレベルまでの振幅、Sp及びSmはそれぞれ正極性及び負極性の同期信号の基準レベルからの振幅とし、これらの相対振幅は基準として3P＝7Sp＝7Smとする。


